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申請日：

今後も継続的に身近なテーマ、タイムリーなテーマの講座を行っていこうと考えています。
ピンクリボン活動は、継続すること、市民の相談窓口となることが狙いでもあるため、色々な
テーマで継続していけるように努めたいです。

活動写真

催事名 ピンクリボン活動

開催日 2024年11月19日

催事内容

➢現状や目的・考え 乳がんの早期検診受診の周知を目的に実施しました。
2020年から10月、11月にピンクリボン活動を継続的に行っています。参加された方々の反
応もよく好評でした。
しかし年代が低い方の検診率が低く、活動を継続的に行うことが必要であるというスタッフ
一同総意のもと、今年もピンクリボン活動月間である10月と11月の開催に至りました。

➢実施内容 今回も単日ではなく1週間のうちの11月19日(火)、20日(水)、21日(木)午前までの3日間開催
しました
火、水、木曜日に「乳がん触診模型」を展示し、来局いただいた方に自由に触れていただき
ました。
患者さまのお母さまで興味を示された方を中心に声掛けし、個別にピンクリボン活動につい
てご説明しました。
(乳がん発症は徐々に増えている、早期発見で10年生存率はⅡ期で78.6％、Ⅲ期になると
58.4％まで急に下がる、ぜひ検診を受けてほしいなど）

➢実施結果・効果 参加された方々は熱心に話を聞いてくださり好評で、3日間合計で19名の方に個別にお話し
することができました。
声かけにあたって「乳がん触診モデルに触れてみませんか」という問いかけがとても効果が
あり、興味をもって話を聞いてくださいました。「乳がん触診モデル」は有効なアイテムです。
年代別では
30代　7名(検診を受けた事のある方＝6名)
40代　4名(検診を受けた事のある方＝4名)
60代　4名(検診を受けた事のある方＝2名)
模型に触れたことのある方は6/15=40％で経験のある方は少なく、
検診率は12/15=80％とこれまでになく高率。40代は100％、30代も85.7％と若い方でも検診
経験ありが目立ちました。

➢参加者の感想 以下のようなお声をいただきました
・2年に1回のマンモは受けている、セルフチェックは行っていない
・2年に1回の市の検診は行っている
・セルフチェックは行っているが実際どんな感じなのか分からなかったので体験できて良
かった
・セルフチェックは行っているが、検診は受けていない
・1回、受診（エコー）あり、検診は受けていない
・以前は検診受けていたが、最近は受けていない
・検診は受けていないが、セルフチェックは行っている。40代の娘が2人いるが検診を受けて
いない
・過去にマンモ検診した事あるが痛かったのでマンモは以後行っていない
・職場でマンモ経験あるが今、授乳中のため検査できていない、セルフチェック行ってみま
す
・検診は毎年受けている、エコーは未実施

➢課題・改善点 業務が繁用になってくると声かけができなくなるため、一旦模型をしまいお子さまたちが模
型をいじることを防止し、昨年の課題を改善しました

➢今後の活動方針・抱負
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